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１ 研究主題 

  小中連携を深める取組を進め、小学校外国語の教科化を踏まえた小中学校の外国語の  

指導方法を学ぶ。  

２ 研究の概要 

  昨年度から、小学校の外国語活動部と中学校の英語部が合併されて「外国語活動部」

となり、今年で２年目である。そこで、中学校区でより連携を深めるための取組を強化

した。また、2020 年度に小学校５、６年で外国語が教科化、３、４年で外国語活動の実

施が予定されていることを踏まえて、その準備や指導方法や評価の在り方について、次

の研修を行った。 

実施日時 事 業 内  容 会 場 

５月 16 日 講義 ●今年度の研究テーマ、研究方法の検討 加茂市立石川小学校 

８月 25 日 研修 

講演 

●中学校区単位での進捗状況の確認 

●英語のリスニング、文字指導について 

加茂市立須田中学校 

３ 研究の実際 

(１ ) ５月 16 日 第１回英語研修会  指導者 須田中学校長 有本 千晴 様 

  ① 中学校区における小中連携計画 

    小中学校の教員が、「単元や授業のねらいを踏まえて、何をどのように教えるか」 

を、授業を参観して確認することが出発点である。 

また、中学校入門期で英語を苦手にしないために、中学校で「読むこと」「書く 

こと」で文字を扱うことへの抵抗感をなくす手立てを考えて指導することが大切で 

ある。 

  ② 連携のための共通理解 

    各中学校で作成した CAN-DO リストの活用及び児童生徒の意欲を高めるための手 

だて等 

（２）８月 25 日 第２回英語研修会 

  ① 中学校区単位での協議会 

    各中学校区のグループで、ALT をどのように授業で活用しているかを紹介し合い、

小学校、中学校それぞれの授業の様子について情報を交換した。また、各小学校の

外国語の年間指導計画や各中学校の CAN-DO リストを交換して、小学校外国語の教

科化に向けた準備を進めるために必要なことなどを話し合った。 

  ② 講演会  講師 新潟大学教育学部 教授 加藤 茂夫様 

   演題「外国語活動におけるリスニング指導と中学校での文字・綴り導入時の指導」 

    加藤教授から、日本人がなぜ英語のリスニングが苦手なのかを、多様な例示と「ミ

ラーニューロン」などの専門的な知識をもとに御指導いただいた。また、英語の発

音の注意点として、日本語と英語の発音の違いや、乳幼児期からの言語習得のプロ

セスを踏まえて、英語を聞き取ることができるためのトレーニングを具体的に教え

ていただいた。 

４ 成果と課題 

  中学校区の外国語活動担当教員、英語教員が各校の年間指導計画や CAN-DO リストを 

見ながら、学習意欲の向上や学力について具体的な指導や手立てを考えるとともに、外 

国語教育における小中の接続の大切さと役割を知ることができた。 

  さらに、児童が中学校で英語を学習するときまでに、どのような力を身に付けておか 

なければならないのかも理解することができた。 

今後も、引き続き連携を強化していく必要があることを実感した。 


